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1.シラバス・出講表 

(1)各授業のシラバス・出講表として授業内容の他、学習目的、予習、準備物、注意事項ととも

に評価方法および教員・講師の出講日も記載。授業の 1 週間前にはアトリエに出講表を掲

示。また学校ホームページでも確認することができる。 

(2)シラバスには次の内容が記載されている。 

「授業名」「担当教員」「授業期間：」「学習目標」「授業内容」 

(3)出講表には次の内容が記載されている 

「授業名」「担当教員」「受講アトリエ」「修得単位」「授業内容」「授業スケジュール/計画」

「指導日」「学習目標」「予習・準備物」「注意事項」「評価方法」 

(4)指導日以外は授業が休みということではない。指導日以外の「自主制作日」も各自で制作を

進めること。授業期間：で制作を行うことで時間数に基づき単位がそれぞれ設定されてい

る。スケジュールを確認し、作品提出日をしっかり守ること。 

(5)シラバス、出講表、年間行事は学校ホームページで閲覧できる。 

 (創形ホームページ→学生生活→スクールガイド→シラバス・出講表) 

※年間行事の変更があった場合には、その都度更新される。 

 

2.単位 

単位認定 

各授業科目について基準に従って履修し合格すると、その授業科目に割り当てられている単位

が与えられる。授業毎の修得単位は「出講表」に記載される。単位取得には成績および出席も

含め総合的に判断される。授業科目には「学科科目」と「実技科目」からなる。(P10「4 .単位

制度」参照) 

(1)「学科科目」「実技科目」ともに、各授業の基準に従い、合格と認定された学生には、所定

の単位を与える。 

(2)各授業科目に対する単位は以下のような算定基準に基づき授業が開設される。 

1 コマ(90 分)の授業が前期、または後期に週 1 回を基準に開設されている授業に対し 1 単

位を基準とする。2 コマ(180 分)の集中授業が 3〜4 週間を基準に開設されている授業に対

し 2 単位を基準とする。 

※1 単位:約 25.5 時間=1 コマ 17 週相当 

(3)各授業の修得単位数は「出講表」に記載されている。 

 

進級の単位数 

進級するには、1 年間の修得単位が 32 単位以上なければならない。 
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卒業・修了の単位数 

本課程を卒業するには 3 年以上在学し、かつ所定の 96 単位以上(編入生は 2 年以上在学し、合

計 64 単位以上) 修得しなければならない。研究科は 1 年以上在学し、かつ所定の 32 単位以上

修得しなければならない。 

 

3.履修 

(1)授業について単位を修得するためには 2/3 以上の出席が必要となる。止むを得ず授業を欠席

する場合、必ず事前に学校へ連絡すること。 

(2)原則、指導日の授業開始時に出欠確認を行う。遅刻・早退は記録し、3 回をもって 1 回の欠

席扱いとなる。 

(3)交通機関の遅れに関しては必ず遅延証明書を授業担当教員へ提出すること。 

(4)学生の履修は在籍する科の指示に従い、受講する科目は原則として全て履修する。 

(5)学生は出席率 85%を最低水準レベルとして求められる。 

(6)選択科目に限らず授業登録は、授業途中からの受講や、受講を途中で取りやめることはでき

ない。  

(7)選択を希望する科目で受講人数が多い場合は、人数制限を行うことがある。 

 

4.採点 

(1)受講した科目は課題(レポート含む)を提出しなければならない。 

(2)必要に応じて授業内で課題(レポート含む)提出を複数回、行うことがある。 

(3)科目の採点は、授業終了時に授業担当教員によって行われる。 

(4)採点の方法は課題(レポート含む)の提出を含む総合的な評価で採点する。 

※評価方法はシラバスに掲載。 

(5)受講した科目の出席日数が 3 分の 2 以上に満たない者は、原則として採点を受けることがで

きない。 

 

5.追採点 

病気その他やむを得ない事由により課題(レポート含む)を提出することができなかった者に対

し、事前にその旨連絡のあった場合に限り、願い出により実施することができる。ただし課題

(レポート含む)内容は授業内の課題(レポート含む)と異なる場合がある。 
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6.成績評価 

成績は 100 点満点とし、60 点以上を合格として 5 段階で評価する。 

(1)採点は、60〜100 を合格とし、それ以下を不可とする。 

(2)配点区分は下記に記す。 

(3)「実技科目」の成績評価は、定められた単位数に応じて課される課題作品・論文のすべてが

対象になる。成績評価に当たっては、出席回数が授業回数の 2/3 以上になっていることや、

学習状況等、総合的に判断される。一つの授業科目で未提出課題作品・論文があると、その

科目の単位は認定できない。課された作品・論文はすべて指定された日時に必ず提出するこ

と。提出期限に遅れた作品・論文の提出は原則として認められない。ただし担当教員が許可

した場合はその限りではない。 

(4)作品、レポート等の提出物に関し、履修者以外の者が代理で作成、または他の者が作成した

作品レポート等を自ら作成したとして提出した場合は不可とする。 

(5)本課程は前期、後期授業において学期末に学科・実技の履修状況の確認を学生・保護者に郵

送する。単位不足のある学生は学校の指示に従い、不足分の単位修得を行わなければならな

い。 

※住所が変わった場合等は必ず事務窓口に申し出て、手続きをする必要がある。 

!

採点 評価  

１００〜９５ ＡＡ  

 

合格 

９４〜８０ Ａ 

７９〜７０ Ｂ 

６９〜６０ Ｃ 

５９〜 ０ Ｄ 不可 

保留 — 仮処置 

 

GPA(Grade Point Average)成績評価制度 

創形では、5 段階の成績評価と GPA(Grade Point Average)制度を導入している。GPA とは 1 単

位あたりの成績の平均値を示すもの。成績評価の 5 段階評価で GPA を算出、表示することで学

修の到達度がより明確に示される。その目的は学生一人ひとりが自らの履修管理に責任を持

ち、履修登録した科目を自主的、意欲的に学修すること。5 段階評価や GPA 制度は外国の多く

の大学が採用しており、国際化に対応した成績評価方法。留学や大学院進学等を希望する場合

には必要な制度となる。 
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7.休講 

やむをえず休講となる場合は、授業内、ホームルーム、G-mail 等にて伝達する。補講は原則行

わない。 

 

8.再履修・仮進級 

採点の結果「不可」となった者は、次年度以降において原則としてその科目を再履修しなけれ 

ばならない。ただし在籍学年の履修を優先とするため、履修科目の変更、または再履修年度の

変更についての決定は学校の指示に従うこととする。修得単位数が 1 年次、2 年次それぞれで

15 単位以下、または 1〜2 年次を通じて合計 32 単位以下は留年となる。16 単位以上で所定の

32 単位に足りず、進級判定審査において判定された場合は「仮進級」という扱いになる。 

(1)採点の結果、点数が 59 点以下の場合は「不可」となり、原則として次年度以降において再

履修となる。授業担当教員による採点が「保留」と評価された場合は、追課題(レポート含

む)が課せられる。追課題の採点は専任教員の判断に委ねられ、成績会議によって判定され

る。 

(2)提出日より遅れての提出や、課せられた追課題の提出等が授業担当教員、あるいは専任教員

に認められた場合には総合的な判断で採点し、合格と認定された場合のみ単位習得となる。 

 

9.専攻を越えた授業 

専攻を跨いで受講することが可能。ただし専任教員の許可が必要。 

(1)授業開始の 2 週間前までに「受講届」を直接専任教員に提出。面談し、了承を得てから受講

すること。 

(2)授業によっては、そこで使用する道具、機材やアプリケーション等の関係で受講できないこ

とがある。 

(3)原則、自身の専攻を疎かにしない範囲での受講となる。 

(4)「受講届」は学校ホームページよりダウンロードできる。 

(5)専攻を跨いで受講した授業における単位は、その授業の修得単位とする。 

 

10.卒業制作 

3 年次後期に卒業制作を提出し、その単位(16 単位)を修得しないと卒業できない。卒業・修了

制作は定められた日時までに必要な書類、作品を提出すること。規定日時以降の提出は無効と

なる。 

※不慮の事故、交通機関の遅延等により定められた日時に持参して提出できない場合は、必ず

期限以内に学校に電話でその旨を連絡する必要がある。 
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※交通機関の遅延等で提出が遅れる場合は、駅長又は交通機関の発行する遅延証明書を持参し

なければならない。 

 

11.卒業・修了資格判定および卒業・修了判定 

(1)卒業・修了年次の 11 月に卒業・修了資格判定会議にて「卒業・修了資格判定」を行う。ま

た翌年の 2 月に卒業・修了判定会議にて「卒業・修了判定」を行う。 

(2)卒業・修了資格判定会議にて成績、出席等、総合的に審査し、「合格」と認定された者は、

卒業・修了制作に着手できる。また「判断保留」と判定された学生についても、同様に卒

業・ 修了制作に着手できる。審査の結果「卒業・修了不可」と判定された者は、卒業・修

了制作に着手することはできない。 

(3)卒業・修了判定会議にて単位修得状況、成績、出席、卒業・修了制作規程違反の有無等、総

合的に審査され、「合格」と認定された者は、卒業、あるいは修了が認められる。「卒業・修

了不可」と判定された者は、留年、退学、もしくは除籍となる。また「卒業・修了保留」と

判定された者は、要件付きで 3 月末日、9 月末日、ないしは翌年 3 月末日の卒業延期とな

る。その場合、期日までに要件を満たし、かつ卒業・修了判定で「合格」と認定される必要

がある。期日までに要件が満たされない場合、1 年間までは卒業延期となる。ただし、1 年

間を経過しても要件が満たされない、あるいは「卒業・修了不可」と判定された場合は退

学、あるいは除籍となる。 

(4)「卒業・修了保留」と判定された者のうち、特に情状が考慮された場合に限り、通常の卒業

が許される。 

(5)卒業・修了資格判定にて「判断保留」と判定された学生のうち卒業・修了判定会議にて「合

格」と認定された者は、その時点で「判断保留」が解除される。 

 

12.リモート(遠隔)授業 

本校では対面授業の他にリモート(遠隔)授業を行う。リモート授業はスマートフォンでの受講

も可能であるが、可能であればパソコンやタブレットでの受講を!"する。#分な$%が&っ

ていない学生のために学内に受講教'が用意されている。また(ット$%が不)定で*+や,

-が.れる等の/れがある場合も学内の受講教'での受講を!"する。  

リモート授業は以下の 2 タイプの授業形0である。  

(1)「リアルタイム授業」は 1oom を使用してリアルタイムに行う授業である。 

(2)「2ン3マンド授業」は創形特設ページ (限定4開 )にアク5スし、録画された6画を78

し、受講する授業である。6画78は創形生のみの94開となる。パス:ードは学外に;

れないように取り扱いには#分注意すること。  
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※授業の形0や授業の進め方に関しては授業担当教員から<明される。  

 

リアルタイム授業の進め方 

(1)リアルタイム授業はあらかじめ 1oom をインストールして授業を行う。スマートフォンでも

受講可能。 

(2)1oom の表示名は必ず学籍=登録の>名とすること。学生登録名になっていない場合、欠席

扱い、あるいは退出させることがある。 

(3)1oom ア?ウントの @Aとパス:ードは事前に各授業BとにCールで通達する。  

(4)配Dする授業資Eがある場合は 1oom ア?ウントの @A等とFに連絡し、本校ホームページ、

あるいは Google GlaHHroomへ PAI でアップするか、登校時に配Dする。受講生は事前に目

を通し、場合によってはプリントアウトしておくこと。資Eを閲覧できるのは創形生のみの

94開となる。取り扱いには#分に注意すること。  

(5)授業は原則、通常の授業時間で行う。授業開始 5 分前までに準備し、接続すること。 

(6)できるだけJかな場所でKLに*りMむものに不都合がないか確認し、受講すること。Nッ

OンPや情Q;RのリスクSTのため、フリー Ui-Viの使用は!"されない。  

(7)ウWブ?Cラ付きのパソコンやスマートフォン等を使用し、?Cラは必ず XYにし、マイク

はZュートにして受講すること。[\な]発^する際にマイクのZュートを解除して使用す

ること。発^する際には必ず教員の許可を得ること。  

(8)教員への[\は_`ット機能を使用するか、教員が許可した場合にマイクのZュートを解除

して行うこと。教員の,-が途aれた場合等も同様 に_`ット機能を使用するか、マイクの

Zュートを解除して[\、または再度話し直してもらうようにお願いすること。  

(9)授業時間内での 1oom での対応は教員の指示に従うこと。一時的に 1oom から退出する場合

は、担当教員に必ず許可を得ること。 

(10)自bの(ット、パソコン$%が不#分な学生は学内の受講教'にて受講すること。またリ

アルタイム授業終了後に次の授業までの登校時間が確保できない学生も同様に学内の受講

教'にて受講すること。  

 

リアルタイム授業の出欠・採点 

(1)担当教員が 1oom で確認して出欠を取る 。あるいは 1oom の録画機能を使用する。遅刻した

場合は_`ットあるいは,-にて必ず担当教員へ申cすること。また途中での退席は早退扱

いとなるので注意すること。一時的に 1oom から退出する場合は、担当教員に必ず許可を得

ること。 

(2)作品、レポートの提出は授業担当教員の指示に従うこと。採点は対面授業と同様の方法にて
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行われる。 

(3)3ータでの提出は担当教員の指示に従い、 Google ドライブ、Arodeof 等で提出することもあ

る。 

(4)作品3ータをg付する場合は 10he以内にすること。10he以上の3ータiイjの場 合は2ン

ラインストレージiーkス等を使用すること。以下参照。  

2ンラインストレージiーkス  l mガフnイルo p qttdH://gigaVile.nr/ 

※1 フnイル =200Ge まで可能。使用方法が分からない場合はCールにて学校へ\い合わせ

ること。 

 

2ン3マンド授業の進め方  

(1)2ン3マンド授業は、 Gmail ア?ウントを使用する。  

(2)創形特設ページ(限定4開 )にアク5スし、録画された6画を78して行う。スマートフォン

での受講も可能。 

(3)創形特設ページのア?ウントの stu や @A、パス:ード等を事前に通達する。  

(4)授業6画は、各自でアク5スして78すること。 1 回の授業に対してレポートか作品制作な

]の提出物がある。提出日に注意し、遅vなく提出すること。それらの提出が無い場合は受

講したことに ならないので注意すること。 

(5)授業内で作品に対する講評やコCントに関しても2ンラインで行うことがある。  

(6)配Dする授業資Eがある場合は、創形特設ページのア?ウント @A 等とFに連絡し、本校ホ

ームページ、あるいは Google GlaHHroomへ PAI でアップするか、登校時に配Dする。受講

生は事前に目を通し、場合によってはプリントアウトしておくこと。6画78、および資E

を閲覧できるのは創形生のみとなる。パス:ードは学外に;れないようにまた資Eの取り扱

いには#分注意すること。  

(7)自bの(ット、パソコン$%が不w分な学生は学内の受講教'にて受講すること。  

 

2ン3マンド授業の出欠・採点  

(1)授業の形0や授業の進め方に関しては授業担当教員から<明される。  

(2)授業の出欠は作品、レポート等の提出物が期限内に提出されたことの有無で担当教員が取

る。期限内に必ず提出すること。 

(3)作品、レポートの提出は授業担当教員の指示に従うこと。採点は対面授業と同様の方法にて

行われる。 

(4)3ータでの提出は Google ドライブ、Arodeof 等で提出することもある。 

(5)作品3ータをCールにg付する場合は 10he以内にすること。10he以上の3ータiイjの場
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合は2ンラインストレージiーkス等を使用すること。 (上記参照) 

 

リモート授業におけるx止事項  

(1)k32通話、,-通話の、録画・録,・yzはx止。また{記することもx止。  

(2)許可なく|かを同席させるのはx止。もしも同席を希望する場合は、事前に教員の許可が必

要。 

 

13.提出作品・参考作品 

提出のあった課題作品、およびレポートについては原則として採点終了後、}やかに~•を行

う。~•された作品は}かに持ち€ること。~•された作品が•置されていた場合に処分する

ことがある。場合により参考作品として一定期間‚かり、授業の資Eとして授業時やガイダン

ス等で使用することがある。また、学校ƒ内用の„…物や†Q (ホームページ、‡Y‡な] )およ

び学校外等、授業以外での目的で作品や授業ˆL画+を使用することがある。  

 

14.授業単位iポート制度   

「授業単位iポート制度」とは単位修得をiポートするための 制度。いずれも専攻担当専任教

員と面談を通じて認定される。 

 

代‰授業・学外活6を通じて認定  

(1)所Š専攻、‹当学年の授業以外の授業を受講することによる単位修得 (単位数:受講授業単位

に準ずる) 

※所Š専攻の授業とŒ複した場合は受け入れ授業の担当教員の許•により、途中からの受

講、中Žけも認め、その場合のみ出席扱いとする。  

(2)インターンシップに参•、レポートを提出することによる単位修得 (単位数:1 単位) 

※2 年次の「インターンシップ」の授業と同様のインターンシップを、授業以外の期日に行

った場合に認める。「インターンシップ」の授業同様に書類、レポート提出が必•。採点

方法は受入会‘の評価に従い採点。  

(3)’ラン“”ア活6等による単位修得 (単位数:活6期間に準ずる )※単位認定は原則、実[ 1

日 8 時間の’ラン“”ア活6を 5 日行う事で 1 単位とする。事前に専攻担当専任教員による

面談を行い、’ラン“”ア活6を行った後に「’ラン“”ア活6Qc書」の提出をもって認

定。採点評価。認定される。 

’ラン“”ア活6に、•–区の国際アー ト・?ル_`ー活6を含む。  

(4)学外コンペに出品することによる単位修得(単位数:1 単位) 
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   ※専攻担当専任教員にコンペの内容を事前にQcし、出品前に専攻担当専任教員の講評を受

けて出品すること。ただし授業の一$として行われたコンペの出品は認められない。  

—:「日本タイポPラフ”年˜学生™š」「ア:ガZ国際Z›プリントœ」「回•žŸ 」

「Gs タペストリーコンペ」et¡  

 

特¢£¤授業を通じて認定  

特¢£¤授業を受講することによる単位修得 (単位数:各 1 単位) 

受講E :1 講¥ 15¦000 § /採点方法:提出作品、¨©、レポート等によって採点。  

※特¢£¤授業とは、単位取得を£¤するために行われる授業。ª期休«、¬期休«に「学科

科目」と「実技科目」が開設。授業日の前の週までに事務窓口で受講することをc®、受

講Eを£¯うことにより受講が認められる。



 

 

 

 

 

 

 

 

 

※新°コロ±ウイルスの²³´µ大のz¶に·い授業日程¸時期・期間・時間¹な]º、授業

内容、使用アトリエな]が変更になることがあります。»¼は出講表を確認してください。  

 

!

        

ビジュアルデザイン科アニメーション&コミック専攻 

シラバス 



 

 

½年次kジュアル3¾イン科  

¿ ア›Cーション ÀコZック 専攻 単位一覧 
!

! "#$% ! &'() ! *+, !

!
- !
$ !

./0 ! 1' ! 2!

345678 ! 9: ! ; !

<=>? @ABCDEF ! 9: ! 2!

GH ! 2!

!
I !
J !

KLM5NO8P ! QRST 2P ! !
1' !

!
U!VWJX !

YDZ[\] 2! !

KLM5NO8^ ! QR_F[`aZb ! !
!

1' !

!
!
c!

6dZbeF`a5fghF`a5 !

QRST 2^ !

\]NO8P ! hKifj45Ki5klmP ! !
!
!

1' !

!
!
!
U!

hKifj45Ki5klm^ !

no !

pqM46drF`a5P !

pqM46drF`a5^ !

\]NO8^ ! KLM5stuv]w ! !
!
!

1' !

!
!
!
x!

eF`a5KLM5 !

KLM5vfFd !

M46dYDZ[ !

fgh F`a5 yz{5| !

}~•€• !

‚ƒ„78P ! z{5| ! !
!

1' !

!
!
x!

M46dfghF`a5 !

b…eF`a5QR !

A†‡Fd3ˆ‰Š !

‚ƒ„78^ ! q‹vVW ! 9: ! 2!

M5ŒF5`Zb ! 9: ! 2• !

GH ! Ž2!

! •H ! Ž; !
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½年次kジュアル3¾イン科  

¿ ア›Cーション ÀコZック 専攻 時間割 
!

! ! • ‘ ;’ “ 2’ ‘ c’ ! 22‘ ’’ “ 2; ‘ Ž’ ! 2Ž‘ Ž’ “ 2U‘ Ž’ !

” ! •– ! QRST 2P !
—’;!

QRST 2P !
—’;!

˜– ! IJ™‰š›4œ !
—’;!

KLM5vfFd !
c’; !

• ! •– ! fghF`a5žz{5| !
—’;!

hKifj45Ki5klmP !
c’; !

q‹vVW !
—’;!

hKifj45Ki5klm^ !
c’; !

˜– ! IJ™‰š›4œ !
—’;!

IJ™‰š›4œ !
—’;!

Ÿ ! •– !  ¡ST !
—’; !

./0 !
c’ ; !

VWJX !
—’;!

˜– ! M46dYDZ[ !
—’;!

IJ™‰š›4œ !
—’;!

¢ ! •– ! YDZ[\] 2!
—’;!

YDZ[\] 2!
—’;!

˜– !  ¡ST !
—’; !

tuv]w !
c’ ; !

6dZbeF`a5fghF`a5 !
—’;!

£ ! •– ! no ! !
—’;!

pqM46drF`a5P¤ ^ !
c’; !

˜– ! IJ™‰š›4œ !
—’;!

QRST 2^ !
—’;!

¥ ! •– ! 345678 !
c’2 !

 ¡ST !
—’; !

QR_F[`aZb !
c’; !

˜– ! 345678 !
c’2 !

 ¡ST !
—’; !

IJ™‰š›4œ !
—’;!

!

w•¦§¨©ª«¬®¯°±¦²³´v¯µ¨¶·¸ !

2 ¹º»¼½©fd‰¾s¿ÀÁÂÃ·³´v¸



 

 

!""#$ %&!"'()$*+,-. / 0123$4567 /

'(&8 $ 9:99;:<;=>? @AB/ 9:99;:C;9=? @A 

'(D8$ ==$ :: B=9$ >: /

EFGH $ = GH /

学習目標：?ラーコー3”(ートや sĢÁのÂ›バーiル3¾インºな]、実Ã的なÁのÄ

Å・“ク›ック習得を目指します。配ÁルールやÁÆイCージを活用した作品制作

を行い、Áで表ÇするÈとÁを伝えるÈを身につけます。  

 

授業内容：3¾インにおけるÁのÉ割、ÁÆの基ÊÄÅ、 sĢÁのÂ›バーiル3¾インº、

ÁÆË理、ÁÆÌÍの講Î・課題制作。Áの効果を活用した作品の制作・発表   ※

AIÏ ÁÆÐ定 3 級・sG級対応。/

/

/

/

/

!""#$ %&IJ&'()$*KLMN I OPQRST. / 0123$UVW23 /

'(D8$ =>$ >:B=X$ >: /

EFGH $ = GH /

学習目標：特¢講¥：Ç代‘会においてクリエイターのÉ割はÑÒŒ要ÓをÔし、そのÕÖは

日Òµ大しつつあります。講¥では創作における考え方、発×法をリア

ルタイムな講Îを通して学Øでいきます。  

ÙÚ5Z±ー：ÙÚ活6から入‘後のËÛえやクリエイターとしての取りÜみな]

について5Z±ー講¥を開Ý。  

 

授業内容：6/11(Þ )ß外講¥ A、7/9(Þ )ÙÚ5Z±ー A、9/17(Þ ) 2 年ÙÚ5Z±ー、

10/15(Þ )同窓会講¥、 10/29(Þ ) ÙÚ5Z±ー e、11/19(Þ )ß外講¥ e、

12/11(Þ )創形œ講¥、 2/10(à )ÙÚ5Z±ー¸Ù活ポートフォリ2º ※日程は出

講表を確認してください。 

 

 

 

/



 

 

!""#$ YZ!" ?%&IJ& A'()$*[\]V^ __. / 0123$`abc /

'(&8$ 9:99;:<;=X? d AB/ 9:9>;:9;=e? d A 

'(D8$ C$ 9: B=:$ f: /

EFGH $ 9 GH /

学習目標：フランスáâの修了者を対象とします。一年次のコZュ›ケーションÈにさらにã

きをかけながら、会話・文法のä面でよりå†い表ÇÈとÄÅの習得を目指しま

す。また、「話す」「æく」ことがより)定するように、「çむ」「書く」è面もéし

ずつ意Åしてフランスáを総合的に身につけていきます。  

 

授業内容：前期は主に、ス“ップアップした一年次の延長としてœ開し、“Oストの\題ê習

な]もë用しながら表Çのµ#と定着をìります。後期は、íîな]Çïでð©す

るí点をaり口としながら、シ_ュエーション¢の対応Èをñいます。 また、ò人

の関Ëに任せたフランスó行の機会を×定して、自ら情Qをô集してõ単なしおり

を制作してもらい、フランスをより身öにð©する時間を設けます。  

 

gh"#$ %&gh'()$*ijkl =m. / 01 23 $nopq /

'(&8$ 9:99;:<;== ?r AB/ 9:99;:C;9X ?r A 

'(D8$ C$ 9: B=9$ >:;=> $ >:B=X$ >: /

EFGH $ 9 GH /

学習目標：Ado÷e GG(クリエイ“”ブクラウド )な]、*+制作に関連したソフトのø習。?C

ラや照明な]のyz機材と PG(3ジタル処理 ) を使用した*+制作方法の理解。  

3AGGを使った*+の制作ð©。  

 

授業内容：3ジタル技法を用いた*+制作の基本・課題制作。  

/

/

/

/

/

/

/



 

 

gh"#$ %&gh'()$*stuTvw]xyz]{. /

01 23 $|} / ~•}€p• /

'(&8$ 9:99;:<;=9 ?‚ AB/ 9:99;:X;:ƒ ?‚ A 

'(D8$ C$ 9: B=:$ f:;== $ :: B=9$ >: /

EFGH $ = GH /

学習目標：ア›CーションのためのドローインPをùき、ガレージバンドな]のアプリケーシ

ョンを用いて、ú自なí点での*+と,ûのü作品を制作する。  

 

授業内容：*+表Çは、自分の時間ý記þにかたちをあたえます。ストップモーション・ア›

Cーションの技法と、時間ÿŸとしての,ûの作!で、生きる目的¸意"ºと×+

È¸意#ºと$評Ó¸意ìºをもって、Ë象をあらわす活き活きとしたフォルムを

%る、*+と,ûの&Èを追求します。  

 

 

 

gh"#$ %&gh'()$*u„…s†\]„…]‡ˆ‰ Š. / 0123$‹Œ•Ž /

'(&8$ 9:99;:<;=9? ‚ AB/ 9:99;:X;:ƒ? ‚ A 

'(D8$ =>$ >:B=X$ >: /

EFGH $ = GH /

学習目標：各C3”アの特'・特Óを理解します。また実Ã的なクライアント:ークを通し

て、自分のスOルやÇ状の(ち位置を)*します。また課題からプレ+ン“ーショ

ンまで、実Ã的にリアリ“”ーを持って取りÜみます。  

 

授業内容：各C3”アの特Óや相,関係な]を)*し、クライアント:ークに取り-かる前の

ベースを学びます。また課題からプレ+ン“ーションまで、実Ã的にリアリ“”ー

を持って取りÜみます。  

 

 

 

 

 

/



 

 

gh"#$ %&gh'()$*••h‘. / 01 23 $’“”••–—˜• /

'(&8$ 9:99;:<;=> ?@AB/ 9:99;:C;9= ?@A 

'(D8$ =>$ >:B=X$ >: /

EFGH $ 9 GH /

学習目標：./ýレンjによるù.の基本を学0。6画という表ÇのÛ成を学0。Ì査した情

Qを78者にとって1"のある有Ñな情Qに変容させるかを学0。自らの2画をプ

レ+ン“ーションし、他者に2画意ìを伝えることを学0。出3上がった作品につ

いてプレ+ン“ーションし、2画意ìな]を伝えることを学0。  

 

授業内容：*+表Çの一つの基Êである./を学び、6画制作につな®ます。課題は、•–区

†Q課をクライアントに、•–区に取材した6画作品を制作します。yz技法に始

まり、2画(ƒ、Ì査、ロケーションNン“”ンP、シ±リ2制作、4コン“制

作、yz、編集を経て作品を5成させます。5成した作品は、•–区のケーブル“

レkで•送の予定です。  

/

gh"#$ %&gh'()$*™Rš›œ• =. / 01 23 $ žŠŸ ¡¢£?¤V™T] A/

'(&8$ 9:99;:<;=< ?¥ AB/ 9:99;:C;99 ?¥ A 

'(D8$ C$ 9: B=9$ >:;=> $ >:B=X$ >: /

EFGH $ 9 GH /

学習目標：実ÃÈを·うコZック表Çとは。6、3ジタル7か、自分に合う表Ç方法を8つけ

ます。 

 

授業内容：‘会に出てす9通じるような自:表Ç方法を身に付けるべく 教員が経©してきた;

事等を<=しつつ、コZックの手法で実技制作、講評を行なう。  

/

/

/

/

/

/

/



 

 

gh"#$ %&gh'()$* ¦ ¢?§¨u„…s / sTW ©„ª«] A. /

01 23 $¬®¯ /

'(&8$ 9:99;:<;=f ?° AB/ 9:99;: C; >: ?° A 

'(D8$ C$ 9: B=:$ f:;== $ :: B=9$ >: /

EFGH $ = GH /

学習目標：>ームやフnッションの?@だけでなくÇ代の様Òな?ル_`ーやiーkス、イベ

ントな]と連6して発œしている「 At¸バー_`ルリアリ“”º」の?@。その At

の;Üみと特Óを理解しながらバー_`ルB間ならではの作品制作をòÒに¨みま

す。 

 

授業内容：At という技Ÿとそこに連6して様Òな新しい&Èをœ開しているiーkスへの理

解。また先C技Ÿを応用した作品制作へのœ開。  

/

/

/

gh"#$ %&gh'()$*±²«\VW³Tvw]m. / 0123$´µ¶· /

'(&8$ 9:99;:<;=f? ° AB/ 9:99;:X;=:? ° A 

'(D8$ =>$ >:B=X$ >: /

EFGH $ = GH /

学習目標：モDの本[的、外8的なíEÈをñい、Fしいプロポーションでùく。インプット

からアウトプットへ、表Çにおける一連の作業の大aさ、方法を学0。講評によ

り、自作品をGí的に8るÈをつける。  

 

授業内容：HIを用いてモ_ーフをùく。最終課題では画面Û成や8せ方も意Åし、作品とし

てのJい5成度を目指す。  

/

/

/

/

/

/



 

 

gh"#$ %&gh'()$*ij¸T›vwš¹. / 0123$ºa»¼d½ /

'(&8$ 9:99;:<;=X? d AB/ 9:99;:ƒ;=X? d A 

'(D8$ =>$ >:B=X$ >: /

EFGH $ = GH /

学習目標：Ç代‘会のクリエイ“”ブ$%の中には、ますますアート的な²Óや発×を求めら

れる機会がÔえてきています。それらは目指すF通の理Kがアートと3¾インFに

人に「²6」を与える事を目標にしているからに他なりませØ。そういった時代の

Lれを受けて様Òなアートの分Mより活Nしている教員からリアルタイムなÇ場の

情Qと方法論を学び、クリエイ“”ブな発×の「入口」、「きっかけ」になる講¥を

めOします。  

 

授業内容：フォト・ストーリーをつくPう。  

 

/

/

gh"#$ %&gh'()$*²¾¿••. / 01 23 $ÀÁÂÃ /

'(&8$ 9:99;:X;=< ?‚ AB/ 9:99;:C;9: ?‚ A 

'(D8$ C$ 9: B=:$ f:;== $ :: B=9$ >: /

EFGH $ = GH /

学習目標：3ジタル一Qレフ?Cラを2ートyzだけでなく、マ›ュアルyzでも使えるよう

にします。RPSGと Ï@II の違い、tAU 3ータについて理解してもらいます。æきT

れない^Uが多いかとVいますが、最後は./の面WさをÄり、./Xきに  

します。 

 

授業内容：?CラのY類、?Cラの基本的ÛZ、レンjのY類、特ÓをÄってもらいその使い

方を理解していただきます。iPqone はな[\すだけで./がyれるのか、2ートy

zとマ›ュアルyzの違い、そして使い方を?Cラを手にして教えます。?Cラ]

作が理解できたら./をyる上で最も大aな「î」について<明します。実際に外

でのyzと代Ò^にある_のスタジ2でyz実習を行います。  

 

 

 



 

 

gh"#$ %&gh'()$*u„…s†\]„…]‡ˆ‰ Ä. / 0123$ÅÁÆc /

'(&8$ 9:99;:X;=<? ‚ AB/ 9:99;:C;9:? ‚ A!  

'(D8$ =>$ >:B=X$ >: /

EFGH $ = GH /

学習目標：各自でイCージしたものを実`していけることを目標にします。a後、ð©したこ

とを‘会で活かせるよう1"を持つことを目標にします。  

 

授業内容：アプリケーションの画面制作について学びます。各自で制作イCージをイCージし

て制作ð©をします。  

/

/

/

/

/

/

gh"#$ %&gh'()$*±²«\VW³Tvw]Ç. / 01 23 $ÈaÆq /

'(&8$ 9:99;:X;=ƒ? ° AB/ 9:99;:C;=X? ° A 

'(D8$ =>$ >:B=X$ >: /

EFGH $ = GH /

学習目標：モ_ーフをコラージュで作ることで画面のÛ成や配Áを考える、モ_ーフをよく8

る事でその物の持つÁや[²な]をbえ、アクリル4の具をcÁする事や、ÁをŒ

ねる事で生の4の具や3ジタルでは生み出せないÁを自らの手で作り対象の持つÁ

の再Ç度をJめる事を目指します。  

 

授業内容：水dりした6、アクリルガッシュ、Iを使用し用意したモ_ーフを?ラーでùく、

4の具を使う時のルールを授業時に指示します。イラストレーションにおけるリア

リ“”ーと×+でùく事とモ_ーフを8てùく事の違いを考え学0。  

/

/

/

/



 

 

gh"#$ J&gh'()$* ÉTvw]„ª«] . / 01 23 $ ÊË / Ì /

'(&8$ 9:99;:C;9 X?r AB/ 9:99;=:;= <?° A 

'(D8$ C$ 9: B=9$ >:;=> $ >:B=X$ >: /

EFGH $ 9 GH /

学習目標：※担当教員、学習内容、授業内容については後日、cÄします。  

 

授業内容：※担当教員、学習内容、授業内容については後日、cÄします。  

/

/

/

/

/

/

/

/

gh"#$ J&gh'()$*„ª«]¿sTW. / 01 23 $|ÍÆÎ /

'(&8$ 9:99;=:;:>? r AB/ 9:99;==;9=? r A 

'(D8$ =>$ >:B=X$ >: /

EFGH $ = GH /

学習目標：Ç代žŸの?@をわかりやすく解<。特に3¾イン的にŒ要と考える作eと技法を

<=し、実Ãを¨みる。  

 

授業内容：žŸfのLれの中で生まれた技法や手法を用いて、aまでの自分とは異なるg変わ

ったh作品を制作。¥学と:ークショップ形iの授業からÇ代žŸをð²する。  

 

 

 

 

 

 

/



 

 

gh"#$ J&gh'()$*«\VW™Rš›. / 01 23 $Ï—ÐÑÒ /

'(&8$ 9:99;=:;:f? @AB/ 9:99;=9;=<?@A 

'(D8$ C$ 9: B=:$ f:;== $ :: B=9$ >: /

EFGH $ = GH /

学習目標：j画作品 (最大 16 ページ)の制作。 

これまでkってきた自分の作ˆ・1"のある“ーマを大事にしつつ、さらに発×

È・考えるÈをãいてlきます。  

 

授業内容：よくÄられる物áの要mを置きnえ、自分のj画作品に;上®るopƒqを行いま

す。物áのr旨をbえる理解È、自分なりのアイ3”アをMめ、作りあ®る発×È

を\います。  

/

/

/

/

gh"#$ J&gh'()$*VWš¹ÉTvw]IstuTvw]. / /

01 23 $ÓÔÕÖ×Ó /

'(&8$ 9:99;=:;:X ?¥ AB/ 9:9>;:9;:9 ?¥ A 

'(D8$ =>$ >:B=X$ >: /

EFGH $ 9 GH /

学習目標：ア›Cーションの基Ê講¥と手作りm材を使ったア›Cーション制作 。 

 

授業内容：ア›Cーション表Çについての基本と実Ã 。 

手作りのm材 (sÞ・aり6等 )のアート:ークをûしみながら、ア›Cーションの

基本を学び、t編作品を制作する。òÒに(てた2画“ーマに合わせて、制作の時

間配分にはじまり、シDプシス、4コン“、k32コン“、タイムシートといった

制作過程を通して作品を5成させる。uび、自:管理とプレ+ン“ーション能Èの

v成。  

/

/

/



 

 

gh"#$ J&gh'()$*ijkl =Ç. / 01 23 $nopq /

'(&8$ 9:99;=:;=< ?° AB/ 9:9>;:9;:> ?° A 

'(D8$ =>$ >:B=X$ >: /

EFGH $ = GH /

学習目標：*+制作に関連したソフトや機材を使用した実Ã的な*+制作技法の習得と、それ

を応用した作品制作。 

 

授業内容：3ジタル技法を用いた*+制作の応用と課題制作。  

/

/

/

/

/

/

gh"#$ J&gh'()$*ØÙÚÛ =?§¨u„…s / sTW ©„ª«] A. / /

01 23 $–—˜• /
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'(D8$ C$ 9: B=9$ >:;=> $ >:B=X$ >: /

EFGH $ = GH /

学習目標：Ç代のÂー¾ーが使用している3バイスやC3”アの特Óを学びつつ、多様化する

Ç代の生活スタイルに合わせた効果的な6画†cの制作を目指す。  

 

授業内容：*+制作だけでなく一つのプロモーションとして、2画やø出、¼™の3¾インか

ら?@íまでアート3”レクターの7点を持って6画†cを制作する。  
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EFGH $ = GH /

学習目標：„…wðを中ËとしたPラフ”ック3¾インのアイ3”アや実際の作業の<明。  

 

授業内容：いままで経©した3¾イン事—の解<。数回、編集者や?CラマンをxØで、yら

との;事の関連事—を伝える。課題としてはzのˆL./、フライ{ー制作、アル

フnベットのタイポPラフ”制作な]。  

 

/

/

/

/
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EFGH $ = GH /

学習目標：*+作品の,û、,¶、,、ア›Cーションにおけるそれらの 制作をする際にまず

最低限注意しておきたいこと、多くの人が|りやすい\題をいかに回}できるか、

~り~し˜•できる作品にするには]うしたらいいか、*+作品における,ûと,

の未Äなる関係を自分自身でつくりだせるようになるためには]ういうÞ€が必要

か、*+作品において意ìを持った,の扱い方ができるようになるためには•に注

意すればよいかを具ð的なø習を通して学Øでいく。  

 

授業内容：さまOまなジ`ンルの*+作品で,ûと,が]う使われているか、]ういう実©が

なされているかについて]れだけ(ð的に認Åできるかについてのø習、*+作品

に様Òな,をつけていく,効果ø習、,のさまOまなストックを自分なりに)*す

るため関連,ûfの参照 (アンkエントZュージック、アウトiイダー,û、,¶

‚,û、ドローン、ƒ話的,û、フ”ールドレコー3”ンP、9,û )、自分以外

の人に,û、,¶を„…する際に]う伝えたらいいかの†‡、Ç場のプロが|りや

すいˆ‰を回}するために必要なø習な]を行う。  



 

 

gh"#$ J&gh'()$*«\VWstuTvw]. / 0123$èa / é  
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EFGH $ = GH /

学習目標：手ùき、コマyりな]様Òな表Çを作品˜•から%り、自由にア›Cーション作品

を制作。 

編集には dremie を使用する。 

 

授業内容：様Òなア›Cーション作品の˜•とア›Cーション制作。  

 

/

/

/

/

/
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EFGH $ = GH /

学習目標：ター>ットにŠえかけるプロモーション*+制作を学び、実ÃÈをñいます。  

 

授業内容：G‹、iイ(ージ†c、電Œ内kジョン†c等の•業*+を作るプロ5スの一連の

Lれを学習します。  

/

/

/

/

/

/

/
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学習目標：;事に対しての意ÅをJめ、Ž3計画のきっかけ作りを目標とします。インターン

シップではより専š的分Mの実務能ÈをJめるとともに、学習意欲に対する••を

得、JいÙ業意Åを身につけます。ポートフォリ2の授業ではÙÚ活6時に提出す

るポートフォリ2の作り方を学びます。クリエイ“”ブ業@の情Qを学びながら、

‘会人になるための準備を始めます。  

 

授業内容：自分のポートフォリ2を制作し、プレ+ン“ーションを行ないます。また、ÙÚに

ついての講Îを行ないます。  

Ù業ð©¸インターンシップºをし、実習レポートをまとめて提出。 ¸希望選択

制º !



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校法人髙澤学園 
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